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ウズベキスタンの自動車産業発展を目指して
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カンボジア帰国留学生が語る、日本留学の魅力
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2020 年から
JDS にケニアが
仲間入りしました！



    

ウズベキスタンの自動車産業の発展を目指して

今年 3 月、大阪大学から博士の学位を授与され

た JDS 帰国留学生 Sardor Tadjiev 氏を講師に

迎え、日本留学の魅力や研究成果を紹介するウェビ

ナーを開催しました。当日は、ウズベキスタン在住の

JDS 帰国留学生、滞日生のみならず、ウズベキスタ

ン自動車公社や現地の日系企業から 40 名以上が

セミナーに参加しました。

大阪大学にて「1991 年以降のウズベキスタン自

動車産業の経営史」をテーマに博士論文を執筆した

同氏は、旧ソ連諸国の自動車産業の歴史を紐解き、

各国の産業政策がどのように自国の自動車産業の

発展に寄与してきたか研究結果を発表しました。

指導教官の Pierre-Yves Donzé 教授から

は、「彼の指導をする中で、自分自身と研究室の学

生達もウズベキスタン及び周辺諸国について多くを

学ぶ貴重な機会となった」とコメントがありました。

Sardor Tadjiev

ウズベキスタン自動車公社 副総裁

大阪大学大学院 経済学研究科 博士課程 2021 年修了

家 族 と 共 に 日 本 で 留 学 生 活 を 送 っ て い た

Tadjiev 氏、日本での思い出について、「子供たち

が幼稚園や小学校で日本の文化や日本語を学ぶこ

とができたのは、大変貴重な経験でした」「息子の卒

園式は、大学の卒業式並みのフォーマルなセレモニ

ーで驚きました。卒園式で息子からもらった両親へ

の感謝の言葉は、生涯忘れられない特別な思い出と

なりました」と活き活きとした表情で語りました。

また、自分自身の研究に取り組みながら、家族と

一緒に異国に住むことで苦労した点もあったとのこ

とですが、苦労した分、より深く日本人や日本の生活

が印象に残った留学生活だったようです。

これからはウズベキスタン自動車公社の副総裁と

いう影響力のあるポジションで、日本留学経験をど

のように活かし、活躍の幅を広げていくのか、期待

が高まります。
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大阪大学経済学研究科教授。経済史、経営史、比較産業史などを専門とする。

様々な国からの留学生の指導経験があるが、ウズベキスタンからの留学生の指導は

Tadjiev 氏が初めてだったとのこと。



カンボジアの現地新聞プノンペンポストにおいて、日本

の ODA 事業の一つとして JDS が紹介され、3 名の帰国留

学生のインタビュー記事が掲載されました。

（以下、留学生からのコメントおよび写真は記事からの引用）

Japanese postgraduate education enriching Kingdom’s civil servants | Phnom 

Penh Post

広島大学にて、質の高い教育制度の構築について学んだ   
Un Sreynet さんは、2017 年にカンボジアに帰国。日本での

留学生活について「専門知識の習得だけでなく、日本の生活

も満喫しました。日本の生活は大変快適で、勉強にも集中す

ることができました」と語りました。2019 年には日本を再訪

する機会を得て、日本の保護者会、健康教育、評価システム

について学び、現在は教育省にて、カンボジアの教育の質向

上のための政策策定に取り組んでいるそうです。

他にインタビューを受けたプノンペン教員養成大学の副学

長 Peng Tithsothy さんと、公共サービス省次官の Huot 
Synead さんは、日本留学で印象に残った日本人の勤勉さ

や、日本で学んだ知識を職場で活かしている様子について

語りました。

オンラインでつながる、
JDS留学生

JDS 事業では、毎年、滞日中のプログラムと

して中間研修や日本語研修が実施されます

が、今年はどちらもオンラインでの開催となり

ました。

中間研修では、帰国まで約半年となった JDS 留学生が、講義やグループワークを通して、日本での学びを

振り返ります。元内閣官房参与・慶應義塾大学大学院の谷口智彦教授の特別講義「日本の課題と可能性」で

は、地政学や人口問題の切り口から日本が直面する課題と可能性が解説される中、JDS 留学生は母国の状況

について振り返り、行政官として、帰国後に日本留学で得た知識、経験を生かして、どのように貢献できるの

かを改めて考えるきっかけとなりました。

日本語研修では、35 時間の研修を通じて、日本語の日常会話を学び、学生生活におけるマナーや習慣の理

解を深めることを目指しました。今回初めてのオンライン開催となりましたが、研修中は笑いが絶えず、日本

語学習を楽しむ JDS 留学生の姿が見られました。

JDS 留学生からは、「日本語学習が非常に楽しく、もっと授業を受けたかった」「学んだことが実践的で日本

の生活で是非使ってみたい」と好評でした。研修後には、さらに日本語を自主学習したいという声も多く挙が

りました。

日本語研修を楽しむ JDS留学生と日本語講師

Un Sreynet さん

カンボジア帰国留学生が語る、

日本留学の魅力
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Editor’s Note
               

JDS Network News（JNN）をお読みいただき、ありが
とうございます。
今年は、JDS対象国に新しく仲間入りした、エルサルバ

ドル、ケニア、モルディブの 3 か国から第 1 期生をお迎
えする、記念すべき年となります。どんな留学生との出会
いがあるのかを想像して、期待に胸が高鳴ります。次号以
降、本紙でも新規国の第 1 期生に関する記事を掲載予定
ですので、引き続きご愛読いただけますと幸いです。

JDS 事業に関するご質問がございましたら、お気軽に
メールで弊センターまでお問合せください。また、本誌へ
のご意見・ご感想もお待ちしております。

【お問い合わせ先】
一般財団法人日本国際協力センター（JICE）
留学生事業第一部留学生事業課広報担当

E-MAIL: jds.PR@jice.org

1 年ぶりにスリランカへ渡航できることとなり、ワクワクしながら準備を進めましたが、
やはり一筋縄ではいかないのがスリランカ。最初の難関はスリランカ政府から渡航許可

を取得することで、これがないとVISAだけでなく航空券の購入ができません。私は 9月
から準備を始めましたが、渡航できたのは 1月上旬となりました。
空港到着後、軍の管理の下オペレーションが行われます。フライトから降ろされ、全員

倉庫へ連れていかれ手荷物や靴裏に消毒薬をかけられ、びしょびしょに。その後ＰＣＲ検

査を受け荷物をピックアップすると、有無を言わさずバスに乗せられ軍の先導のもと一

般道を爆走し全員隔離先へ移送されます。バスに揺られること 4時間、世界遺産シーギ
リヤのふもとにある Kassapa Lions Rock というホテルへ強制送還されました。

知り合いからは空港から 1 時間程のビーチリゾートに収容さ
れたと聞いており、海を見ながら優雅に過ごす隔離生活を期待

していました。しかしながら、到着したのは海から遠く離れたサフ

ァリ近郊の大自然ホテル。停電も頻繁にありネットも安定せず、

夜になると象の雄たけびや水牛の鳴き声、虫の大合唱で、なぜ

私はこんなところに…と愕然としました。しかし慣れとは怖いもの

で、広々と利用できるコテージタイプの部屋でくつろぎ、敷地内

を悠々と歩くクジャクや野良犬を眺め餌付けを試みたり、のんび

り過ごすことが日々の楽しみになりました。

1 日 3 食提供されるスリランカ料理（8 割カレー）と、10 時と 3 時に配られるおやつ
が充実しており、悠々自適な隔離生活を過ごす事ができました。また、コテージ周辺の

芝生の庭園を自由に散歩することができ、結果的に大自然ホテルは私にとって最高の

隔離先となりました。この生活に慣れたころ 2週間の隔離が終わり、突然の現地解散を
告げられ、山奥からコロンボ市内まで約 200 キロ 4 時間の帰路を自分で車の手配を
しなくてはいけないという何ともスリランカらしい終わり方となりましたが、通常時では

経験できない貴重な隔離生活を体験することができました。

（JDS スリランカ 海外業務担当 宮澤明希子）
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